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「 健 康 　 誠 実 　 精 進 　 感 謝 」の 教 育を目指 す 崇 徳 学 園
―幅広い人材教育の母校をみんなで支援しましょう!!―

崇徳学園同窓会関東支部会長　黒 川 　 弘 （昭和 33 年卒）

昨年から本年にかけ世界は激動。米国の一極秩序が揺らぎ、中国やロシア、ヨーロッパ、東アジア、日本、インド等の力の平衡
が変動し、中東紛争や北朝鮮問題、IS テロ等が複雑化。昨年 1 月米国 45 代大統領にトランプ氏が就任し、米国ファーストの立場
から、TPP12 の離脱（11 国が内容縮小し 3/8 チリで署名式典）、地球温暖化対策「パリ協定」の離脱、エルサレムのイスラエルの
首都認定発言、ユネスコ脱退方針、イラン核合意再検討等で世界秩序の再編が進み、さらに本年 3 月米国は貿易収支改善で鉄鋼、
アルミへの関税強化を実施し、中国は対抗して米国の輸入品への関税引上げへ。中東でもロシアのプーチン大統領がイラク・シリア・
トルコ・イランとの枢軸化の動きがあり、中国の習近平国家主席も「一帯一路」政策で世界を巻込み、3 月には憲法改正で国家主
席の任期を削除し二期目の就任。ロシアのプーチン大統領も 4 期の就任。英国の EU 離脱も具体的協議手続に。フランスのマクロ
ン新大統領と韓国の文在寅新大統領の就任。北朝鮮の金正恩労働党委員長は昨年義兄金正男の問題と核実験や弾道ミサイルの発射
で国連の制裁決議の強化。その中で、本年 2 月平昌オリンピックでの南北朝鮮の一体化行進など韓国文大統領と北朝鮮金委員長が
協議し、4 月に南北朝鮮首脳会議、6 月に米北首脳会議が具体化し、3 月には中国で金委員長と習近平主席が会談等の動きが。また
英国のスパイ親子の化学兵器の被害と外交官追放合戦やシリアの化学兵器使用への米英仏の施設攻撃等が。

日本では、天皇陛下の生前退位の法律による退位の日程が 31 年 4 月 31 日と決まり、新天皇の即位が 5 月 1 日とされ、儀式や新
元号の制定の動きが具体化。また、安倍総理は衆議院を解散し、10 月の総選挙では与党が 2/3 の議席を獲得し、憲法改正の議論の
動きも。人口減少、高齢化、自然災害、財政健全化の遅れ等のなかで、安倍政権は「生産性革命」「人づくり革命」を進めているが、
国会では森友学園の土地取得をめぐる財務省の書類改ざん問題等が表面化し大きな社会問題に、その中での 4 月の北朝鮮問題への
日米首脳会談が。

教育では、文部科学省の新学習指導要領の制定の動きがあり、「知識」に加え「思考力・判断力・表現力」を重視するもので、中
学校は 21 年度、高校は 22 年度の実施。さらに「大学入学共通テスト」が 20 年度から実施へ。

助けあい支えあいの仏教精神のもと知徳体のバランスのとれた全人格教育を行う母校は、本年も将来を担う高校 356 名、中学 61
名の新入生諸君を迎え、在校生 1365 名。また高校卒業者は 439 名で、大学進学の合格者は、国公立大 72 名、私立大等 514 名 合計
586 名と大活躍。国公立大では、東京外国語大、名古屋大、九州大 3、横浜市大、広島大 8、岡山大 2、山口大 9、島根大 4、鳥取大、
香川大、徳島大、愛媛大 3、高知大 2、九州工大 2、大分大、宮崎大 3、鹿児島大 3、琉球大、県立広島大 4、広島市立大 5 等が、関
東私立では、早稲田大、学習院大、明治 9、青山学院大、中央 3、法政 5、日本大 5、東洋大 3、駒澤大、専修大 7、流通経済大 3、
東京理科大 2、東海大 6、成蹊大 3、東京工科大、東京都市大、東京農大 3、関東学院大 2、国士館大 9、亜細亜大 3、明治学院大 2、
武蔵野大 2 等が、関西では関西大 9、関西学院 4、同志社大 2、立命館大 13、近畿大 17、龍谷大 28 等が、また地元広島では、広島
経済大 32、広島工業 42、広島国際 45、広島修道 73、広島国際学院 3、東広島近畿大 18、比治山 12、広島文化学園 8、広島都市学
園 4、福山大 5、福山平成大 2 等の合格。進学された大学生の皆様のご活躍を期待。

スポーツでも母校は大活躍で、本年 1 月東京体育館の第 70 回全国高校バレー選手権は、準々決勝に進出しベスト 8 と大活躍。3
月日本武道館の第 40 回全国高校柔道選手権には、個人戦の 66kg 緑君、73kg 岡君、無差別級八木君と団体戦で母校の元気な後輩が

7月7日（土）12：00より本郷三丁目に集まろう。
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最新の設備を整えた宴会室。
大小5ヵ所の部屋（5名～150名収容）をご用意。

照明、音響など、どれをとっても重厚かつ格調ある空間づくりです。
会議室としてもご利用いただけます。
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熱戦、団体戦と無差別級八木君は準々決勝に進出しベスト 8 と大活躍。これらの試合には関東の同窓会も熱のこもった応援をしま
した。

平成 29 年度の第 30 回の関東支部総会は、7 月 7 日（金）夕方東京・文京区の「ホテル機山館」（48 卒重本康成氏経営）で、約
50 名が参加して開催。黒川弘関東支部会長は、多くの後輩の関東の大学進学を歓迎、早稲田 3　学習院 2　明治 4　青山 2 　立教　
中央 3　法政 6　日大 8　東京理科大 東京工科大等への進学でした。また、昨年のスポーツでの大活躍、1 月東京体育館の第 69 回
全国高校バレーへの参加。3 月日本武道館の第 39 回全国高校柔道選手権では、個人戦の 60kg 出口君、81kg 堀口君、無差別級長岡
君及びと団体戦で母校の元気な後輩が熱戦、団体はベスト 4 に入り第三位。4 月第 18 回全国高校選抜ラグビー大会が埼玉県熊谷ス
ポーツ文化公園には母校が初めて全国大会出場等を、讃えました。

続いて、御来賓の 40 奥田耕造理事長から母校の創立 142 年からの教育強化と校舎整備の方針、同窓会の 31 森正耕太郎副会長か
ら幅広い同窓会活動の一層の強化策、56 高木哲典新校長から国公立を含む大学合格の成果とスポーツクラブの活動の紹介などのご
挨拶が。

そして 55 田村淳氏の司会と重本事務局長の説明で関東支部の昨年度の事業報告・決算と 29 年度の事業計画・予算を審議し同意。
そして、懇親会は、50 福治師匠の司会で、38 善本正教ボクシング OB 会長の元気な乾杯で始まり、46 高木新校長の幅広いご挨拶、
38 川本敏生関西副会長をはじめ 51 藤井康司バレー OB 会長、44 菊丸師匠を含め全員の自己紹介が。そして相互懇談とビンゴゲー
ムを楽しみ、29 瀧口裕行総括副会長の閉会の挨拶、全員輪になっての母校の校歌「二葉山」の斉唱、全員の記念撮影で、お開きに
なりました。

本年の第 31 回総会は 7 月 7 日（土）昼 12 時からです。本部の同窓会長、理事長、校長もご出席の予定で母校の活動報告もあり
ます。青壮老の皆様の幅広い出席で第 30 回の総会を大いに盛上げましょう。大学生は無料。新入生の方の参加も期待します。声を
掛け合いのご参加や一人でのご参加、ご家族同伴や関係者同伴の参加も大歓迎です。

昨年 9 月 2 日（土）ホテルグランビア広島での本部同窓会には黒川会長と室崎副会長・38 善本正教・51 藤井康司の各幹事が出席
しました。現役グリークラブの生徒さんの合唱に続き、51 山本千曲同窓会長から幅広い同窓活動の一層の推進の決意表明と奥田理
事長、高木校長の御挨拶がありました。

関東支部ゴルフ会は 11/10 川越グリーンクロスで 9 人参加し 51 藤井康司氏が優勝。
本年 4 月 14 日関西支部総会は黒川会長と室崎副会長が出席し、お祝いを申上げました。
なお広島の母校は校舎の建替えが 28 年度に始まり 31 年 3 月完成を目指しており、同窓会等が中心での建設資金の寄付をお願い

しており関東の皆様にも宜しくお願いします。
関東同窓のご活躍では 44 古今亭菊丸師匠と 50 柳家福治師匠は、落語二人会（池袋演芸場）や地元広島での横川落語会を含め、

健康は笑いからで、全国で大活躍されています。
また 33 高橋乗宣前理事長の毎週金曜日日刊ゲンダイの「日本の経済・一歩先の真相」も激動の世界や日本の大きな動きのご示唆

は大変楽しみです。
広島カープの昨年の二連覇はすごく、本年も好調なスタートですが、本年のプロ野球では、崇徳 OB のロッテ井上晴哉内野手と

ヤクルト大下拓馬投手の活躍にも期待します。
私は地域創生を目指す「地域マネジメント学会」の会長で活動。昨年の 3 月には第 25 代専如門主の伝灯奉告法要で西本願寺参拝

し、9 月の京都音舞台が金閣寺であった際は、親鸞聖人の 1173 御誕生の日野誕生院を、また聖人の往生の地の角坊（善法坊の跡地）
を参拝し、11 月には鎌倉市の西本願寺派成福寺（4 代執権北条泰時の 4 男で親鸞聖人が鎌倉での一切経の交合に訪れた際に帰依し
開基）の旅行会で茨城県の稲田の西念寺（聖人の関東での滞在寺）に参拝しました。

本年は明治維新 150 年とされます。明治天皇は、孝明天皇ご逝去で慶応 3 年 1867 年 1 月に践祚され、68 年の正式な即位の前に、
保元の乱で御動座の第 75 代崇徳天皇の四国讃岐の白峰御陵（坂出市青海町）に院の命日の 8 月 26 日に勅使大納言源通富を派遣し「天
下安穏の実現の御助力のため」京に新築の白峰神宮（上京区今出川通り堀川）への御帰還をお願いし、即位の礼は翌 27 日に挙行し、
9 月 6 日に勅使同行の御輿でその神霊が京に御動座され、翌々日 9 月 8 日に「明治」と改元され明治維新が完成した経緯があります。
親鸞聖人 750 回御遠忌の西本願寺の大谷光真御門主のお言葉は「世のなか安穏なれ」でした。　

さて我々同窓は、母校の活動の強力な支援とともに、新しい社会づくりや地域づくりに家庭、地域、学校の総ぐるみの活動の中で、
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新校舎改築に向け、引きつづきご理解ご協力を！	 崇徳学園同窓会会長

山 本  千 曲（昭和 51 年卒）

関東支部の同窓の皆様、平素は同窓会活動に何かとご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。
また昨年 9 月 2 日にホテルグランヴィア広島にて平成 29 年度同窓会総会・懇親会を開催致しましたところ、関東支部から黒川会

長はじめ関東支部役員の皆様にはご遠方よりご来場を賜り改めて深く御礼申し上げます。　
さて昨年度の同窓会の取り組みと致しましては、定例の正副会長会議、幹事会を数回づつ開催、同窓会総会懇親会に向けての準

備を当番幹事の皆様と進めてまいりました。また卒業式、入学式などの学校行事にも積極的に参加し、特に崇徳祭への出店で同窓
会の存在感を大いにアピールいたしました。

また文武両道の母校の教育振興を資する目的である奨学金制度による生徒への助成、またクラブ活動への激励費奨励費としての
補助、そして芸術鑑賞への補助など現役生へのサポートと、卒業生全員へ記念品の贈呈など、同窓会として学園の教育活動に支援
をして参りました。

とりわけ、関東支部の皆様には、柔道部やバレーボール部の全国大会出場に際しては、ご多用の中にもかかわらず連日会場に足
をお運び頂き，熱いご声援を送り続けて頂きましたこと感謝申し上げます。

さて母校崇徳学園では、2 年前から校舎の大改築を続けて来られ、第一期工事が中学棟として「慧光館（えこうかん）」が昨年 7
月に完成、第二期工事は特別教室棟として「清光館（せいこうかん）」が今春に完成し、残りの第三期工事（仮称；ラーニングコモ
ンズ棟）が平成 31 年春の完成を目指し工事は順調に進行しておりますが、この度の校舎改築工事寄付募集に際し、ご案内をさせて
頂きましたところ多くの皆様よりご協力を賜り現在の寄付募金の状況は 9 千万円となりました。誠にありがたくここに深く感謝申
し上げる次第です。なお、寄付の募集は平成 31 年 3 月末までと、あと一年を切っておりますので、目標としております 1 億 5 千万
円に向けて今後も引きつづき深いご理解と温かいご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

今後同窓会も時代の変化に対応すべく、組織体制や活動内容の見直しを図り、更なる活動の幅を広げ、より一層広がる同窓の輪

教育改革にさらなるご支援を 	 崇徳学園理事長　奥 田  耕 造（昭和 40 年卒）

皆さん今日は。今年もお呼び頂き有り難う御座います。崇徳学園理事長の奥田耕造です。今年も崇徳学園関東支部総会が機山館
で開催され、皆さんのお元気な姿を拝見できる事は、大変喜ばしく何時までも続くことを願っています。

さて皆さんも御承知のことと思いますが、崇徳学園は大胆な教育改革を行っています。ハード面では、旧校舎の建て替えを行っ
ています。3 期に分けて行っており現在は 2 期工事が終わり 3 期工事に取り掛かっています。完成は、2019 年 3 月末を予定してい
ます。大変素晴らしい教室が出来上がっており、教育環境は完成度の高い物になっております。現在も未だ建築費の募金活動を継
続中ですが、段原内科医院の角田正紀先生（故人）の 6 千万円が含まれており山本千曲同窓会会長も目標額に向けてまだまだ頑張
っています。是非とも皆様に更なるお願いを致したいと思います。またソフト面においても、文科省の教育改革に合わせた対応を
研究中です。今までのパッシブラーニングから、アクティブラーニングに大きく変革していきます。英語の教育システムも大きく
変革していきます。授業中に集中力が途切れそうだったり又眠気対策として、今までは座って勉強机で行っていたのを、自発的に
起立して勉強机で行う事等を思案中です。日本国は少子化に向かっており教育現場は、競合校等が有り生徒募集が大変困難な時代
になっております。崇徳学園の安定的で継続的な経営体質は、弛まなく行う教育改善から生まれてきます。崇徳学園は、教職員一同、
評議員会、理事会の価値観を共有し、志を一つにして邁進いたす所存です。皆様のご支援を宜しくお願い致します。

経験の語りや行動で積極的に「絆」社会の構築に参加しましょう。同窓会は母校への思いを基礎に「青壮老」全員参加です。学生
さんも、現職の方も、会社を卒業され地域や孫教育や趣味やスポーツに意欲的に参画されている方も、是非積極的に御参加下さい。
ゴルフ会も多くの会員が楽しみ活躍中です。幹事への自薦他薦大歓迎。幹事会は渡部代表幹事、瀧口総括、重本局長のご指導の下、
年 5 回程度です。「崇徳応援旗」もあり、生徒さんや OB の活動の応援に必要なときは皆で一緒に駆けつけましょう。宜しくお願い
します。　　　　　　合　掌　　　（釈・弘教）　
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大地の恵みをいっぱいに受けた元気な

国産原料を中心に昔ながらの製法でお

酢を造っています。 

これからも、お客様に喜ばれるおいしく

て、体に良い商品を真心込めて造ってま

いります。 

代表取締役社長 大地克史

                  
TEL 0120-080-029 FAX 082-810-3111 

http://www.sennari-oochi.jp  

一人ひとりが自分らしく輝ける崇徳生 	 崇徳中学高等学校　校長　髙 木  哲 典（昭和 56 年卒）

関東支部の同窓の皆さまをはじめ、全国でご活躍されている多くの同窓の皆さまのご支援をいただき、お陰さまで平成 29 年度を
無事終えることができました。また、4 月 9 日には、多くの先輩方が歴史と伝統を築いてくださった崇徳学園 144 年目の新入生と
して、中学 1 年生 61 名、高校 1 年生 356 名が新たに崇徳学園の生徒として新たなスタートを切ることが出来ました。山本同窓会長
をはじめ、崇徳学園にご縁を頂く多くのご来賓にご臨席いただき、午前に高等学校、午後に中学校の入学式を無事終えることがで
きましたこと、重ねてお礼申し上げます。

いよいよ校舎の立て替えは、最終工期に入ろうとしています。昨年 7 月に完成した中学棟に続いて、特別教室を中心とした特別
教室棟が 4 月の終わりに完成する予定となっています。第 3 期工事では、太田川に面する北側に、2 階には食堂、3 階には図書室に
隣接する、ICT を利用した学びやアクティブラーニングなど幅広い教育活動を行う多目的な学習スペース、ラーニングコモンズ（仮
称）が作られることになっています。同時に長期休暇を利用して本館の改修も行っています。順調に進めば、校舎の立て替えと本
館の改修が 2019 年 4 月に完了、全面運用することになっています。先輩諸氏におかれましては、広島に帰られました際には、是非
母校にお気軽にお立ち寄りいただき、新校舎の様子を見ていただけると幸いです。

ところで、新校舎の名称が決まりましたので紹介させていただきます。新校舎の名称は、完成する校舎をイメージして、それに
ふさわしい名称をそれぞれ募集しました。生徒や教職員から 100 を超える応募があり、その中から検討を重ねた上で選ばれたもの
です。第 1 棟（中学棟）は「慧光館（えこうかん）、4 月完成予定の第 2 棟（特別教室棟）は「清光館（しょうこうかん）」と決ま
りました。「崇徳」の校名の由来である「崇徳興仁」と同じく、浄土三部経のひとつ『仏説無量寿経』の中から頂いたものです。こ
の経典には、阿弥陀仏の智慧の徳が十二種の光として述べられており、その「十二光」から頂いた名称です。崇徳の校名と同じ経
典から新校舎の名称が選ばれたことにご縁を感じるとともに、大切にしていかなければならないことを改めて感じているところです。

このように工事中ではありますが、2017 年度も卒業生が健闘し、大学合格実績を残してくれました。名古屋大学 1 名、九州大学
3 名、広島大学 8 名、中でも九州大学と広島大学では医学部に各 1 名が合格するなど、国公立大学に 72 名の合格者を出すことがで
きました。また、私立大学においては、早稲田大学 1 名、GMARCH19 名、関関同立 29 名、龍谷大学 28 名という結果を出してく
れました。一方、クラブも活発に活動し成果を出しています。2017 年度は、インターハイに、柔道、バレーボール、ボクシング、
体操競技、自転車競技の 5 競技、国民体育大会には、柔道、バレーボール、体操競技、自転車競技の 4 競技、全国選抜大会には、
柔道、バレーボール、ボクシング、体操競技、自転車競技、弓道の 6 競技が出場しました。特にインターハイでは、自転車競技の
スプリントで優勝、柔道団体で準優勝、個人 100kg 級で 3 位、ボクシングのライトフライ級で準優勝という成績を残してくれました。
また、バレー部は 1 月の春の高校バレーではベスト 8 という成績を残し、軟式野球部も、8 月の全国高等学校軟式野球選手権大会
に出場し、初戦で惜敗はしたものの、さわやか野球を見せてくれました。アメリカンフットボール部は、全国高等学校アメリカン
フットボール選手権大会に、グリークラブと新聞部は全国高等学校総合文化祭に出場しました。今年度になって行われた、全日本
カデ柔道体重別選手権大会では 90kg 超級で高校 2 年生が優勝し、素晴らしいスタートをきることが出来ました。大会の際には、多
くの同窓の方々が会場に足を運んでくださり、応援してくださることが選手の大きな励みになっております。これは何にも代えが
たいことであり、とても有り難いことと感謝しております。また、今年の県総体にも多くのクラブが出場することになっています。
インターハイ目指して奮闘し、今年もたくさんのクラブの出場が期待されます。益々のご声援を頂戴したく存じます。

最後になりますが、崇徳学園は今年 144 年目を迎えています。多くの卒業生のみなさんが各界においてご活躍されており、崇徳
の卒業生であるということで、新たな結びつきが生まれることが多々あります。卒業生の一人として心強さを感じると共に、有り
難いことだと感謝せずにはおれません。これからも、みなさまの母校は、親鸞聖人のみ教えを根幹に据え、教職員が心を一つにし
て時代に即した教育の創生を推し進め、崇徳学園の更なる発展のため精進して参ります。関東支部の皆さまのますますのご支援を
心からお願い申し上げて、ごあいさつとさせていただきます。

54 年卒 光若 由啓　電話 03-5475-6051

昭和 51 年卒

をめざして頑張って参る所存です。
最後になりましたが、これからの学園の発展と関東支部の皆様方の益々のご健勝を心から念じ並びに同窓会へのますますのご支

援を心からお願い申し上げて、ご挨拶とさせて頂きます。

取締役会長

瀧 口　裕 行　Hiroyuki Takiguchi

株式会社 アルファーワールド
〒 194 − 0032 東京都町田市本町田 197 − 10
TEL. 042 − 812 − 3005 FAX. 042 − 812 − 3005
E-Mail jose-hiroyuki@ab.auone-net.jp

昭和 29 年卒
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崇徳学園同窓会関東支部 30 年の歩み 	 瀧 口  裕 行 （昭和 29 年卒）

会員の皆様、関東支部設立 30 周年おめでとうございます。
“拡げよう同窓の輪を”を合言葉にしてスタートした関東支部も、早や 31 年目を迎えました。昭和 22 年卒（故）澤野浩氏を中心

にスタートした当会も、資金、組織人事、事務局、総会会場等々苦難の連続ながら、会員の皆様及び学校、本部の方々の暖かいご
支援により継続してこられました事を、世話役の一人として有難く深く感謝いたしております。

振り返ってみますと、設立当時お世話をして下さった方々の殆んどは、故人となられ、残っておられる方は、現在 95 歳になられ
る、昭和 16 年卒西村克哉氏位となり、当時を知る一人として、長くなりますが紙面をお借りすることといたしました。

関東支部設立第一回総会は昭和 63 年ですが、そこに至るまでの期間は相当に長いものでした。有志が集まっての度重ねての飲み
会～ゴルフ会～同窓会設立の順で進みました。この全てに、前述の澤野浩氏が中心でした。
＊飲み会（常連を列記しますと）
（故）波多さん（目黒警察署　署長）、（故）S19 卒　沼田智範（三豊製作所専務～天虎工業社長）、（故）S15 卒　中本進　（アク

ソンリサーチ　社長）、（故）S15 卒　矢木敏之（専修大学　教授）、S16 卒　西村克哉（サービス・インターナショナル・コーポレ
ーシヨン　社長）、（故）S18 卒　植川譲二、（故）S18 卒　野上正顕、（？）S19 卒　篁 昭観（築地本願寺　輪番）、S21 卒　新原清
人（東邦生命池袋　所長～沼田自動車学校　会長）、（故）S22 卒　澤野浩　（イサミ建設　社長）、S23 卒　水戸要昭（天虎工業　
専務～イサミ建設）、S26 卒　金尾啓介（さくら輪業　社長）、S29 卒　瀧口裕行（ミユキ技研　社長）

これらが集まり若かりし崇徳時代を夜が更けるまで語り合ったものです。
＊ゴルフ会

これも澤野浩さんの声がかりでスタートしたものですが、会を重ねるにつれ組織化したら如何と言う事となり、初代会長は S18
卒（故）丸山剣三氏にお願いし、その後 S24 卒　岩部金吾さんに（文化シャッター　社長）にご出馬願い会長として現在に至って
おります。コースは主として 茨木カントリークラブ・フレンドシップカントリークラブ（沢野さんメンバーコース）・日本カント
リークラブ（岩部さんメンバーコース）を使用させて頂き、当時は日本経済も高度成長期とあって、参加者も多く、5 ～ 6 組でス
タートする大変賑やかなものでした。

さてこの頃より、そろそろ東京に同窓会として組織化したらと言う話が持ち上がり、第一回発起人会が S62 年 12 月 15 日　新宿
の地球飯店に於いて開催され、次のことが決定されました。

　発起人　　　S15 卒（故）中本　進、S16 卒　西村克哉、S17 卒（故）上村義昭、 S22 卒（故）澤野　浩、S29 卒　瀧口裕行
　テーマ　　　拡げよう同窓の輪を
　組織作り　　会長　中本進氏　　副会長 3 名　西村克哉氏・上村義明氏・八木敏之氏　　代表幹事 1 名　澤野浩氏
　　　　　　　幹事若干名　水戸要氏・植川譲二氏・野上正顕氏・瀧口裕行　　年代幹事　1 ～ 3 年次で 1 名選出
　会則作り　　本部に準じて作成
　総会開催日　昭和 63 年 7 月 23 日（土）　　　等々。
事務局も、イサミ建設、ミユキ技研を行ったり来たりしておりましたが、中本会長の会社にてお引き受け頂く事になり、一連の

事務も秘書の小泉佳子女史に専任して頂く事となりました。この人が大変よく出来る方で、早速会員名簿の作成をお願いし、これ
が原本となり、今尚活用されております。

さて下準備はできたものの肝心の格安の会場、料理が見つからず苦慮している所に、日本食堂株式会社の社長　S15 卒（故）𠮷
村直氏 が同窓であるとの情報を得てお願いした所、格安で料理全般・会場は飯田橋全逓会館をお世話頂く事となり、第一回崇徳学
園同窓会関東支部総会　が開催される運びとなりました。

中本会長のもと、会員約 80 余名の参加を得、広島本部より 山手 光同窓会長・前田孝顕 学校長先生のご出席を頂き、盛大に開催
されました。

以後 30 年順調に推移して来ておりますが、大変苦しい時期もありました。中本進会長が他界され 2 代目会長 上村義昭会長への
移行時期（平成 3 年頃～）丁度吉村社長さんも退社され、又上村会長よりの退任の要望もあり、苦労を重ねておりましたが、丁度
其の頃（平成 8 年）2 人の救いの神が現れました。それは以前より目を付けておりました、現会長の S33 卒　黒川会長が、三重県 
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副知事を終えて国土庁にお帰りになられたことを知り、お願いしてお引き受け頂いたこと。加えて、S48 卒 重本康成氏（ホテル機
山館 社長）が事務局、幹事会々場、総会会場をお引き受け頂いたこと。又この頃より幹事会もメンバー、内容も定着・充実して、
在京他校に勝る同窓会となりました事、感慨深いものが御座います。言ってみれば設立から 10 年（昭和 36 年～平成 8 年）を基礎
作りそれ以後を安定成長期といえるかと思います。

関東支部の誇れる事例は多々ありますが、2 ～ 3 列記させて頂きますと
1. 第一回総会より現 31 回まで、本部より理事長・同窓会長・学校長先生の 3 役が一度の欠席もなくご出席いただいております

こと。又関西支部からも参加いただき感謝です。
2. 各種クラブ活動の全国制覇による同窓意識の高揚	  

設立当時クラブ活動が活発で、グリークラブ・甲子園での野球・バレーボール等々の全国制覇が重なり、特にバレーボールは
17 回の全国優勝の内東京にて行われる春高バレーで、優勝 4 回、準優勝 2 回を数え、その都度多くの同窓の方々にご支援を頂き、
祝勝会では関東支部総会での再会を約し、益々同窓の輪が拡がり、母校愛の高揚に大いに貢献してくれたものです。

3. 豊富な人材	  
これも関東支部の自慢の種と思っております。落語界の菊丸師匠・福治師匠を始め各分野で多くの方々が活躍されております。
特に崇徳学園の理事長に　高橋乗宣氏（S33 卒）・理事に岩部金吾氏（S24 卒）・黒川弘氏の 3 名が選出されました事、関東支部
に大きな誇りを与えて下さいました。

関東支部がここまで来れました事は、万事に優れた黒川会長の元、事務局、幹事会総会会場、他全てに渡りお世話下さっている
重本康成幹事、他多くの幹事の方々と会員の皆様方、又学校、本部、関西支部の方々のお力添えが有ってなればの事、特に最も苦
しかった頃、本部会長（現理事長）奥田耕造様に親身も及ばぬお世話、御指導頂きました事、忘れられません。

今後益々同窓会を発展させて行く為には、楽しみながらも、有益となる同窓会にして行く為に、何としても、若い会員の参加を
増やし、活力のある、楽しく、有益な会とすることが第一です。必ずや愛する母校の発展に連動してゆくことを信じて駄文を終わ
らせて頂きます。

崇徳高校化学部顧問　前 島  哲 也
現在、化学部は 3 年生が 10 名、2 年生が 2 名、1 年生が 1 名の計 13 名で活動しております。通常金曜日の放課後を活動日にしていま

すが、近年部員のほとんどが特進コース生のため 7 限目にも授業があるので活動時間が限られ、また、化学室の新館（清光館）への移動
期とも重なり実験する場所の確保も難しく、日々の活動はほとんど出来ていないのが現状です。その分、唯一の発表場である「崇徳祭」で
の展示・発表に力を入れております。

昨年の崇徳祭では初めて「化学部」の看板をつくり、会場前に掲げました。そのおかげもあって工事のため袋小路のような展示会場だっ
たにも関わらず、親子連れを中心にたくさんの方々に来場してもらえました。また、展示内容も「ケミカルガーデン」や「結晶の花」など結
晶の形を活かしたもの、「ルミノール反応」や「発光アクセサリー」などケイ光を活かしたものなど、いろいろな分野に跨がった展示に心がけ
ました。中でも、食酢で卵の殻だけを溶かし、内部が透けて見えるようにしただけの標本が、意外と来場者の注目を集めたことは驚きでした。
また、演示実験として定番の液体窒素の冷却実験や近年、派手に変化するので人気のある「巨大泡の発生」実験も子どもたちを中心に好
評でした。

限られた時間の中での準備でしたが、計画的に工夫した分例年以上に興味をもってもらえ、見事成功裡に終わりました。今年はもっと工
夫を重ね、昨年以上のものにしたいと考えています。

崇徳高校化学部近況報告

バドミントン部近況報告 崇徳高校バドミントン部顧問　古 澤  謙 吾
バドミントン部は、これまで保護者をはじめ多くの方々の支援や他のクラブの協力を得て、練習場所の確保や財政的な問題を工夫しなが

ら乗り越え、一生懸命練習に励んできました。その成果として、2014 年には個人対抗戦シングルスで、2015 年には学校対抗戦と個人対抗
戦シングルス・ダブルスでインターハイに出場することができました。

現在は高校からバドミントンを始めた初心者も多く、かつてのように飛び抜けた力を持った選手はいませんが、チームワークを高めつつ、
それぞれが目標を持って日々努力を続けています。


